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村
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算
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で
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示
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集
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計
簿
に
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え
て
皆
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ん
に
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か
り
や
す
く
説
明

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

阿智さん家族

阿智家の家計簿 （　　）内は村の予算科目

おじいさん
（78）

おばあさん
（77）

お父さん
（50）

お母さん
（47）

長女（19）
短大1年生

長男（14）
中学2年生

へえ〜
 なるほど

住民１人当たりの予算

阿智村の基金と借金（起債）

　阿智村の人口は、令和３年３月１日現在 6,152人で
す。令和３年度一般会計当初予算を村民１人当たりに

換算すると、約859,070円となります。
（飯田市は 1 人当たり 約 480,000 円）

【村税】約10万円
村民税、法人税、固定
資産税など村民や会社
などに納めて頂いてい
るものです。

【民生費】約19万円
高齢者福祉、障がい者
福祉、子育て、医療など。

【商工費】約７万円
経済対策費、商工会補
助、観光振興など。

【土木費】約11万円
道路や公園などの管理
整備に。

【教育費】約９万円
学校教育、公民館、ス
ポーツ振興など。

【公債費】約７万円
村の借金返済にかかる
経費。

【地方交付税】
約40万円

国が地方公共団体の財
源の偏在を調整するこ
とを目的とした地方財
政調整制度。

村 　 　 　 税 96,216
分担金及び負担金 6,013
使用料及び手数料 16,322
財 産 収 入 12,886
寄 付 金 6,873
繰 入 金 81,612
繰 越 金 16,322
諸 収 入 19,759
地 方 譲 与 税 等 36,940
地 方 交 付 税 406,340
国 県 支 出 金 110,820
村 　 　 　 債 48,967

議 会 費 11,168
総 務 費 169,237
民 生 費 188,995
衛 生 費 56,699
農 林 業 費 55,840
商 工 費 71,303
土 木 費 108,243
消 防 費 41,235
教 育 費 85,048
公 債 費 67,867
そ の 他 3,435

合　　　　計 859,070

合　　　　計 859,070

1 年間の収入

1年間の支出　★目的別

自
　主
　財
　源

依
存
財
源

人 件 費 194,150
扶 助 費 67,867
公 債 費 67,867
投 資 的 経 費 131,438
物 件 費 145,183
補 助 費 等 146,042
繰 出 金 78,175
そ の 他 28,348

合　　　　計 859,070

1 年間の支出　★性質別
義
務
的

経
　費

消
費
的
経
費

投資

★１ヵ月の収入

単位：円

お父さんの給料 393,960
（村民税・固定資産税他・地方交付税）
お母さんのパート収入 26,800

（地方譲与税・地方消費税）
お爺さん・お婆さんの年金 86,430

（国県支出金）
不動産収入 48,240

（使用料・財産収入・寄付金）
前月からの繰越金 12,730

（繰越金）
貯金の取り崩し 63,650

（繰入金）
銀行からの借入金 38,190

合　　計 670,000

（村債）

★１ヵ月の支出

食費・被服費 151,420
（人件費）
日用品費・水道光熱費・教育費 113,230

（物件費）
医療費・保険料 52,930

（扶助費）
資産税や地区会費など 113,900

（補助費等）
ローンの返済 52,930

（公債費）
電化製品備品等の購入 102,510

（投資的経費）
子供への仕送り 60,970

合　　計 670,000

（繰出金）
その他・貯金など 22,110

（修繕費・予備費・出資金など）

H28 H29 H30 R1 R2
2,299,160財政調整基金 2,610,720 2,840,670 2,819,410 2,608,237
4,412,240その他の基金 4,528,400 4,626,680 4,609,740 4,691,763
6,711,400基金残高 7,139,120 7,467,350 7,429,150 7,300,000

基金の状況 単位：千円

※R2 は決算見込

単位：千円基金・村債残高

H28 H29 H30 R1 R2
3,261,530一般会計 2,840,750 2,804,380 2,898,080 3,181,640
2,775,600その他の会計 2,609,790 2,497,270 1,650,170 1,100,000
6,037,130村債合計 5,450,540 5,301,650 4,548,250 4,281,640

村債の状況

H28 H29 H30 R1 R2

基金残高 村債合計

0
1,000,000
2,000,000
3,000,000
4,000,000
5,000,000
6,000,000
7,000,000
8,000,000

●予算って何？
　阿智村に1年間入ってくる収入
を見積り、その使い道を決めるの
が予算です。つまり、皆さんが納
めた税金などが、どのような事業
にどれ位使われるかを示したもの
です。

●どのような予算があるの？
　一般会計と下水道や国民健康保
険事業会計など６つの特別会計等
があります。
一般会計は52億8500万円で
あり、前年度比▲10.8％です。

●どんな事業を実施するの？
　別冊予算の概要で詳しくはお示しさせて頂いてい
ますが、民生費や土木費、教育費、商工費等に主に
利用させて頂いています。本年度は特にコロナ対策
事業、例えばワクチン接種や PCR検査補助、事業者
への補助、ワークショップやサテライトオフィス事
業など展開し、定住人口の確保、災害に強い村づく
りなど、住民が安心して住む事のできる村をめざし
ます。「阿智家族」の精神で皆と協力し合い、いい村
づくりをめざしましょう。

　阿智家は食費や水道光熱費など決
まったお金が多いですが、これらは
なかなか削ることはできません。家
のリフォームや車の買い替えなどや
りたい事がいっぱいですが、貯金は
５年前よりは増え、借金も３分の２
に減っていますので、今後計画的に
家計を回していきたいですね。

阿智家（６人家族）世帯年収　800万円（1ヵ月あたり67万円）

仮に1年間の収入
を800万円と設定
してみました

財政調整基金は、財源に余裕がある時に積立てる貯金の事で、
その他は目的別に積立てています。
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係
長

　
下
山　
和
幸
（
生
活
環
境
課
環
境
政
策

係
長
）

総
務
課
企
画
情
報
係
長

　
塩
澤　
　
寛（
総
務
課
情
報
政
策
係
長
）

建
設
農
林
課
管
理
建
設
係
長

　
近
藤　
重
光
（
出
納
室
税
務
係
長
）

建
設
農
林
課
リ
ニ
ア
対
策
係
長

　
山
田　
正
人
（
地
域
経
営
課
リ
ニ
ア
対

策
係
長
）

出
納
室
税
務
係
長

　
河
合　
一
成
（
出
納
室
）

地
域
経
営
課
付
係
長

　
牛
山　
敦
志
（
地
域
経
営
課
）

建
設
農
林
課
農
政
係
長

　
杉
浦　
　
真
（
建
設
農
林
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

　
沖
村　
信
繁
（
議
会
事
務
局
書
記
）

議
会
事
務
局
書
記

　
酒
井　
圭
介
（
総
務
課
清
内
路
振
興
室

兼
教
育
委
員
会
公
民
館
）

総
務
課
清
内
路
振
興
室
兼
教
育
委
員
会
公

民
館

　
木
下　
恭
彦
（
生
活
環
境
課
）

総
務
課
付
高
森
町
へ
派
遣

　
大
嶋　
大
地　
（
民
生
課
）

総
務
課
付
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
へ
派
遣

　
井
原
喜
志
美 （
民
生
課
）

地
域
経
営
課

　
原　
　
崇
久（
総
務
課
付
長
野
県
派
遣
）

民
生
課

　
小
松　
史
香
（
総
務
課
）

生
活
環
境
課

　
肥
後　
直
斗
（
地
域
経
営
課
）

地
域
経
営
課

　
永
井　
旭
乃
（
高
森
町
か
ら
派
遣
）

総
務
課

　
熊
谷
ひ
と
み
（
浪
合
保
育
園
）

智
里
東
保
育
園
主
任
保
育
士

　
熊
谷　
好
恵
（
あ
ふ
ち
保
育
園
主
任
保

育
士
）

あ
ふ
ち
保
育
園
主
任
保
育
士

　
原　
　
志
帆
（
智
里
東
保
育
園
主
任
保

育
士
）

清
内
路
保
育
園

　
清
水　
智
佳
（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

伍
和
保
育
園

　
井
原　
　
葵 （
清
内
路
保
育
園
）

智
里
東
保
育
園

　
張
山　
早
紀
（
伍
和
保
育
園
）

浪
合
保
育
園

　
太
田　
　
忍 （
あ
ふ
ち
保
育
園
）

智
里
西
保
育
園

　
金
子　
優
希
（
智
里
東
保
育
園
）

（
新
規
採
用
）

出
納
室　
　
　
　
　
　
　
荒
尾　
佳
伸

地
域
経
営
課　
　
　
　
　
塩
野
谷　
翔

建
設
農
林
課　
　
　
　
　
渡
辺　
飛
武

総
務
課　
　
　
　
　
　
　
小
林　
温
子

人
事
異
動

村
職
員
（　
）
内
は
旧
任
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笹　
み
ど
り

原　
　
康
倫

宮
嶋　
　
豊

野
口　
清
春

木
下　
美
樹

山
口
さ
つ
き

荒
尾　
佳
伸

渡
辺　
飛
武

塩
野
谷　
翔

村　
　
　
長

小
林　
温
子

濱
島　
若
奈

井
原
菜
々
美

永
井　
旭
乃

<

２
年
度
末
転
退
職
教
職
員>

（　
）
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

教
諭　
小
林
由
里
香　
退
職

（
徳
島
県
公
立
小
学
校
）

教
諭　
塩
沢　
潤
知

（
上
松
小
学
校　
教
頭
昇
任
）

用
務
員　
長
谷
部
道
恵　
退
職

非
常
勤
講
師　
林　
や
よ
い

（
伊
賀
良
小
学
校
）

支
援
員　
熊
谷　
由
美　
退
職

支
援
員　
下
平　
　
巧　
（
清
内
路
小
学

校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

校
長　
熊
谷　
三
枝　
退
職

（
高
森
北
小
学
校
）

教
諭（
再
）　
黒
柳　
祐
子　
退
職

教
諭（
再
）　
大
沢　
和
夫（

伊
賀
良
小
学
校
）

教
諭　
両
角　
明
浩　
退
職

（
阿
智
村
教
育
委
員
会
・
阿
智
中
学
校
）

県
費
講
師　
辻
本　
桂
子（
松
尾
小
学
校
）

主
事　
竹
村　
友
子　
　
（
富
草
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

校
長　
富
田　
昭
子

（
塩
尻
市
立
吉
田
小
学
校
）

教
諭　
伊
藤　
圭
子　
（
高
森
南
小
学
校
）

県
費
講
師　
吉
田　
綾
子　
退
職

【
浪
合
小
学
校
】

校
長　
福
澤　
則
雄（

喬
木
第
一
小
学
校
）

教
諭　
吉
川　
　
忍　
退
職

（
清
内
路
小
学
校
）

栄
養
教
諭　
荒
井　
美
穂（
下
條
小
学
校
）

県
費
講
師　
花
村　
　
至（
和
合
小
学
校
）

支
援
員　
三
浦
由
美
子（

阿
智
第
一
小
学
校
）

【
清
内
路
小
学
校
】

教
頭　
青
木　
和
英

（
松
本
市
立
中
山
小
学
校
）

教
諭　
竹
村　
雄
次　
退
職

養
護
教
諭　
千
葉　
祐
子（
松
尾
小
学
校
）

村
費
講
師　
大
野　
裕
起（

上
久
堅
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

校
長　
上
澤　
　

 

浩　

  （
高
森
中
学
校
）

教
諭　
名
子
利
志
子　
退
職（

阿
智
中
学
校
）

養
護
教
諭　
鈴
木　
浩
子（

豊
丘
南
小
学
校
）

教
諭　
中
澤　
容
子

（
東
御
市
立
東
部
中
学
校
）

教
諭（
再
）　
宮
島　
好
文　
退
職

教
諭（
再
）　
清
水　
　
眞　
退
職

教 

職 

員

民
生
課　
　
　
　
　
　
　
濱
島　
若
奈

あ
ふ
ち
保
育
園　
　
　
　
井
原
菜
々
美

《
令
和
３
年
３
月
26
日
退
職
》

熊
谷　
　
宏　
教
育
委
員
会
事
務
局

《
令
和
３
年
３
月
31
日
退
職
》

今
久
留
主
厚
志　
総
務
課
長

矢
沢　
敏
勝　
出
納
室
長
兼
会
計
管
理
者

増
田　
　
進　
民
生
課
長
補
佐
兼
福
祉
企

業
セ
ン
タ
ー
係
長

豊
田　
照
子　
診
療
所
看
護
師

多
田　
佳
則　
産
業
振
興
公
社
派
遣

　
　
　
　
　
　
（
再
任
用
）

棚
田　
益
弘　
長
野
県
か
ら
の
派
遣
終
了

　
　
　
　
　
　
（
地
域
経
営
課
長
）

新
規
採
用
職
員
等
を
紹
介
し
ま
す

　
阿
智
村
役
場
や
村
関
係
機
関
の
新
規
採
用
職
員

等
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



6広報あち　令和３年４月号

教育

委員会

の窓

教育

委員会

の窓

県
費
講
師　
島
﨑　
彩
香（
竜
峡
中
学
校
）

県
費
講
師　
原　
　
美
優

（
茅
野
市
立
永
明
中
学
校
）

県
費
講
師　
向
山　
佳
帆

（
松
本
市
立
筑
摩
野
中
学
校
）

非
常
勤
講
師　
松
澤　
弘
尚　
退
職

村
費
講
師　
鶴
田　
　
洸　
退
職

非
常
勤
講
師　
白
澤　
聡
美　
退
職

支
援
員　
清
水
マ
ー
シ
ャ

（
阿
智
第
一
小
学
校
）

<

３
年
度
新
転
任
教
職
員>

（　
）
内
は
前
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

教
諭　
加
山　
雅
康
（
座
光
寺
小
学
校
）

教
諭　
髙
橋　
夏
未　
新
規
採
用

教
諭（
再
）　
田
畑　
重
弘（
山
本
小
学
校
）

用
務
員　
野
口　
清
春　
新
規
任
用

支
援
員　
清
水
マ
ー
シ
ャ（
阿
智
中
学
校
）

支
援
員　
三
浦
由
美
子
（
浪
合
小
学
校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

校
長　
奥
原　
成
子（

上
松
小
学
校
教
頭
）

教
諭（
再
）　
小
原　
　
勝

（
青
木
村
立
青
木
小
学
校
）

教
諭　
橋
澤　
圭
祐

（
豊
丘
北
小
学
校
）
新
規
採
用

主
任（
再
）　
久
保
田　
啓（
高
陵
中
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

校
長　
藤
升　
　
覚（

開
智
小
学
校
教
頭
）

県
費
講
師　
名
取　
和
希（

南
木
曽
中
学
校
）

県
費
講
師　
星
野　
航　
泰
阜
小
学
校

【
浪
合
小
学
校
】

校
長　
北
原　
重
一
（
鼎
小
学
校
教
頭
）

教
諭　
濱
島　
良
太　
松
川
中
央
小
学
校

村
費
講
師　
湯
澤　
秀
和（

松
川
北
小
学
校
）

栄
養
職
員　
木
下
あ
ず
さ

（
あ
す
な
ろ
保
育
園
）

支
援
員　
田
村　
沙
織　
新
規
採
用

【
清
内
路
小
学
校
】

教
頭　
熊
谷　
志
帆
（
伊
賀
良
小
学
校
）

教
諭　
小
嶋　
勇
一（
喬
木
第
二
小
学
校
）

教
諭（
再
）　
吉
川　
　
忍（
浪
合
小
学
校
）

養
護
助
教
諭　
塩
澤　
園
実　
新
規
採
用

支
援
員　
下
平　
　
巧（

阿
智
第
一
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

校
長　
竹
内　
良
之

岡
谷
市
教
育
委
員
会
主
任
指
導
主
事

教
諭　
小
林　
夏
希

（
長
野
市
立
北
部
中
学
校
）
新
規
採
用

教
諭　
山
口　
幸
枝　
豊
丘
中
学
校

養
護
教
諭　
熊
谷　
佳
織（
天
龍
小
学
校
）

教
諭（
再
）　
山
口　
俊
治（
下
條
中
学
校
）

教
諭（
再
）　
若
林　
隆
俊
（
鼎
中
学
校
）

教
諭（
再
）　
庄
田　
秀
俊（
高
森
中
学
校
）

県
費
講
師　
西
山　
　
亮 　
新
規
任
用

村
費
講
師　
本
多　
俊
平（
松
川
中
学
校
）

村
費
講
師　
両
角　
明
浩

（
阿
智
第
二
小
学
校
）

相
談
員　
　
村
澤　
多
鶴（
竜
峡
中
学
校
）

非
常
勤
講
師　
名
子
利
志
子（

阿
智
中
学
校
）

◎
令
和
三
年
度
の
教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
村
内
小
中
学

校
の
校
長
、
教
頭
を
紹
介
し
ま
す
。
村
の
児
童
・
生
徒
の

成
長
を
願
っ
て
教
育
活
動
に
専
念
し
ま
す
。

　
　
村
民
の
皆
さ
ま
、本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

阿
智
第
一
小
教
頭

永
井　
　
亮

阿
智
第
二
小
教
頭

阿
部　
恵
二

阿
智
第
三
小
教
頭

滝
沢　
聖
二

浪
合
小
教
頭

小
幡　
　
隆

清
内
路
小
教
頭

熊
谷　
志
帆

阿
智
中
学
校
教
頭

木
下　
　
聡

子
育
て
支
援
室
長

島
岡
佐
喜
子

学
校
教
育
係

沖
村　
信
繁

教
育
次
長

川
上　
　
悟

阿
智
第
二
小
校
長

奥
原　
成
子

阿
智
第
三
小
校
長

藤
升　
　
覚

浪
合
小
校
長

北
原　
重
一

清
内
路
小
校
長

宮
澤　
昭
二

学
校
教
育
専
門
主
事

原　
　
康
倫

学
校
教
育
専
門
主
事

川
上　
清
宏

学
校
教
育
専
門
主
事

佐
々
木　
豊

英
語
教
育
専
門
員

両
角　
明
浩

教
育
委
員

熊
谷　
　
均

教
育
委
員

熊
谷　
　
歩

阿
智
中
学
校
長

竹
内　
良
之

教
育
長

黒
柳　
紀
春

阿
智
第
一
小
校
長

松
澤　
　
徹

教
育
長
職
務
代
理

原　
　
勝
人

教
育
委
員

原　
　
彰
彦
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村
長
あ
い
さ
つ

村
長
あ
い
さ
つ

令
和
三
年

三
月
議
会
定
例
会

（
は
じ
め
に
）

　

３
月
に
な
り
春
の
暖
か
い
日
差
し
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
１
年
前
の
３
月
議
会
の
冒
頭
で
、
私

は
「
世
界
中
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
、
長
野
県

で
も
２
名
が
発
症
し
、
当
村
で
も
５
０
人

以
上
の
行
事
、
集
ま
り
は
な
る
べ
く
自
粛
、

又
、
３
月
３
日
か
ら
小
中
学
校
を
春
休
み

ま
で
休
校
と
し
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て

ご
理
解
頂
き
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
。
コ
ロ
ナ
の
猛
威
に
屈

し
た
１
年
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
明
る
い
兆
し
と
す
れ
ば
、
世
界
中
で

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
、
国

内
に
お
い
て
も
一
部
の
医
療
従
事
者
の
先

行
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
国
、

県
の
指
示
の
基
、
村
民
の
皆
様
の
予
防
接

種
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

国
か
ら
接
種
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
次
第
、
優
先
順
位
に
従
っ
て

ク
ー
ポ
ン
券
の
郵
送
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
常
の
予
防
対

策
等
最
大
限
の
協
力
を
心
が
け
て
頂
き
、

今
の
と
こ
ろ
当
村
か
ら
は
感
染
者
が
出
て

い
な
い
の
は
大
き
な
自
信
と
励
み
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
心
配
さ
れ
て
い
る
景
気
動

向
で
す
が
、
商
工
会
に
よ
る
と
飲
食
店
、

観
光
関
係
は
厳
し
く
、
宿
泊
施
設
は
２
月

の
稼
働
日
数
は
５
割
で
、
飲
食
店
も
夜
の

営
業
は
取
り
や
め
る
な
ど
、
１
～
２
月
は

大
き
な
打
撃
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雇
用
調

整
助
成
金
等
に
よ
り
、
何
と
か
し
の
い
で

頂
い
て
い
る
状
況
で
す
。
建
設
業
、
製
造

業
、
農
業
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
も

の
の
経
営
を
大
き
く
左
右
す
る
事
業
者
は

少
な
く
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
営
業
形
態

の
転
換
を
は
か
っ
た
企
業
は
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小
売
店

は
売
り
上
げ
増
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
は
西
南
部
が
連
携
し
た
商
工

会
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
事
業
、
県
の
観
光

50
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
村
で

も
地
域
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
等
、
追
加
の
支

援
を
展
開
し
、
旅
館
は
３
月
か
ら
５
月
ま

で
の
予
約
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

入
っ
て
お
り
、
景
気
の
上
昇
に
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
第
６
次
の
基
本
構
想
も
４
年
目

を
迎
え
、
将
来
像
「
阿
智
家
族
」
の
想
い

の
中
で
、
中
期
計
画
、
単
年
度
計
画
に
よ

り
、
令
和
３
年
度
の
予
算
の
骨
格
を
、
地

区
懇
談
会
、
各
団
体
の
懇
談
会
等
を
昨
秋

か
ら
開
催
さ
せ
て
頂
き
、
２
月
に
な
っ
て

か
ら
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
各
地
区
に
は

お
伺
い
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

計
画
審
議
会
を
経
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
頂
き
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

上
程
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
令
和
３
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て
）

　

第
６
次
基
本
構
想
の
横
断
的
な
施
策
大

綱
を
確
認
し
ま
す
と
「
定
住
人
口
の
確
保
、

維
持
」「
人
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
地

域
力
」「
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
の
４
本
の
柱
で
、
基
本
目

標
、
大
綱
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
中
で
、
ど

れ
に
も
共
通
す
る
横
断
的
な
事
業
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　

　

令
和
３
年
度
は
特
に
３
つ
の
点
に
つ
い

て
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

　

１
つ
目
が「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
村
づ
く
り
」
で
す
。
村
民
の
皆

さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
対
応
を
確
実
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
進
め
て
参

り
ま
す
が
、
ま
だ
正
確
な
情
報
が
入
っ
て

こ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ

ん
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
途
中
経

過
の
様
子
も
随
時
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

生
活
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
医
療
福
祉
従
事
者
や
、
学
生
や

お
仕
事
で
緊
急
事
態
宣
言
地
域
へ
の
往
来

の
方
、
成
人
式
関
係
者
等
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、

抗
原
検
査
補
助
を
行
い
ま
す
し
、
熱
を
発

症
し
た
方
が
病
院
等
に
移
動
す
る
手
段
が

な
い
場
合
に
、
西
部
３
村
で
専
用
の
タ
ク

シ
ー
を
貸
し
切
り
、
送
迎
す
る
事
業
を
行

い
ま
す
。

　

経
済
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
収
入
が
落
ち

て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
制

度
の
持
続
化
給
付
金
（
月
別
売
上
げ
２

分
の
１
減
）
の
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
事
業
者
の
皆
様
を
支
援
し
て
参
り
ま

す
。
又
、
昼
神
温
泉
等
で
宿
泊
し
て
頂
い

た
方
に
南
信
州
地
域
へ
の
動
態
調
査
ク
ー
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ポ
ン
券
を
、
令
和
２
年
度
分
の
補
正
と
併

せ
１
、０
０
０
万
円
の
予
算
で
、発
行
し
ま

す
。
南
信
州
地
域
の
周
遊
状
況
も
把
握
で

き
、
当
地
域
の
全
体
の
観
光
戦
略
に
も
資

す
る
も
の
と
し
て
、
他
市
町
村
に
連
携
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

又
、
働
き
な
が
ら
休
暇
を
と
る
過
ご
し

方
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
企
業
の
本
社

か
ら
離
れ
た
場
所
に
設
置
す
る
小
規
模
な

事
務
所
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
積
極
的
に
展

開
す
る
他
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
ア
ウ
ト
ド

ア
需
要
の
取
り
込
み
も
注
力
し
て
参
り
ま

す
。
当
村
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
適
し
た
条

件
を
備
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
が
逆
に
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。
そ
の
他
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
、
コ

ロ
ナ
対
策
、
健
康
づ
く
り
や
、
村
の
歴
史

等
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

２
つ
目
が
「
定
住
人
口
の
確
保
・
維
持
」

で
す
。
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
例
年

に
比
べ
問
合
せ
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

さ
ら
な
る
戦
略
で
定
住
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。
阿
智
家
族
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
動
画
シ
リ
ー
ズ
も
13
本
と
な
り
、
再

生
回
数
は
６
万
回
を
超
え
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

登
録
者
も
増
え
、
多
く
の
方
に
阿
智
村
の

Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
計
画
的

な
住
宅
計
画
、
充
実
し
た
補
助
制
度
も
多

く
揃
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

３
つ
目
が
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
通
じ
、
村
民

の
皆
様
か
ら
意
見
を
頂
き
な
が
ら
昨
年
10

月
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
後
の
昼

神
温
泉
の
姿
を
描
く
「
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア

新
時
代
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
リ
ニ
ア
駅
、

或
い
は
周
辺
観
光
地
や
村
内
各
地
と
の
ア

ク
セ
ス
の
確
保
、
歩
い
て
楽
し
め
る
賑
わ

い
や
魅
力
の
創
出
、
環
境
や
防
災
の
配
慮

な
ど
、
世
界
に
誇
れ
る
温
泉
地
を
創
造
し
、

観
光
客
は
も
と
よ
り
、
村
民
の
皆
様
に
も

広
く
親
し
ん
で
頂
け
る
環
境
を
整
え
て
い

く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
た
た

き
台
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
で
遅
れ
ま
し
た
が
、

関
係
者
に
参
加
頂
く
形
で
、「
昼
神
温
泉

リ
ニ
ア
新
時
代
戦
略
等
推
進
委
員
会
」
を

２
月
25
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、
今

後
実
現
に
向
け
た
具
体
案
を
、
詰
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　

又
、
わ
い
W
a
i
公
園
周
辺
整
備
計

画
も
進
め
て
い
ま
す
。
村
で
は
「
運
動
公

園
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
」
に
よ
る
昨
年

３
月
の
答
申
を
基
に
、
現
在
基
本
設
計
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
さ
ら

に
議
会
や
村
民
の
皆
様
に
ご
意
見
を
お
聞

き
し
、
詳
細
を
詰
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
後
、
各
項
目
に
つ
き
ま
し
て
説
明

さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
総
予
算
52
億
８
千

５
百
万
円
を
計
上
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
く
ら
し
・
い
き
が
い
・
協
働
」

　

定
住
関
係
で
は
、
阿
智
家
族
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
他
、
昨
年
か
ら
の
事
業
で
実
績
が
１

件
あ
り
ま
し
た
が
、
民
間
会
社
や
個
人
の

方
が
、
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
た
場
合
、
建

設
費
用
に
補
助
金
を
支
援
す
る
事
業
の
Ｐ

Ｒ
を
積
極
的
に
展
開
致
し
ま
す
。
又
、
来

年
度
は
中
関
地
区
に
分
譲
住
宅
地
を
４
区

画
造
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

協
働
の
村
づ
く
り
の
点
で
は
、
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
に
取
組
み
ま
す
。

男
性
も
女
性
も
意
欲
に
応
じ
て
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

実
践
で
き
る
村
と
し
て
の
計
画
作
り
を
行

い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
勉

強
会
の
み
し
か
で
き
な
か
っ
た
、
熊
谷
元

一
先
生
の
生
誕
一
一
〇
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
予
定
し
、
先
生
の
農
村
記
録
写
真
の

功
績
を
、
村
民
の
皆
様
に
も
再
認
識
し
て

頂
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

　

く
ら
し
の
中
で
昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
納
付
で
す
が
、
交
付

に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
カ
ー
ド
の
交
付

率
は
15
・
５
％
で
あ
り
、
国
で
も
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
交
付
促
進
や
、
当
村
で
は
住

民
票
、
印
鑑
証
明
等
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

で
交
付
で
き
ま
す
。
又
、
税
金
等
の
納
付

の
件
で
は
現
在
コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
が
可
能

で
あ
り
、
年
間
で
約
25
・
０
％
の
方
が
ご

利
用
く
だ
さ
り
、
い
づ
れ
も
便
利
だ
と
の

声
も
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
月
間
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
行
い
Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か

り
し
て
参
り
ま
す
。
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主
な
事
業
と
予
算
は

▽
定
住
促
進
広
告
宣
伝
事
業

	

２
０
３
万
円

▽
定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅
新
増
改
築
等

支
援
金	

１
、５
０
０
万
円

▽
分
譲
住
宅
地
造
成
事
業

	
３
、３
５
６
万
円

▽
自
治
会
活
動
支
援
金	

２
、１
７
３
万
円

▽
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定

	

３
２
６
万
円

▽
C
A
T
V
運
営
事
業

	

５
、２
３
０
万
円

▽
浪
合
フ
ォ
ー
ラ
ム
改
修

	

４
、４
０
０
万
円

▽
村
長
選
挙
、
衆
参
議
院
の
議
員
選
挙

	

２
、８
９
０
万
円

「
教
育
・
文
化
・
地
域
愛
」

　

子
供
達
が
阿
智
村
を
愛
し
、
進
学
や
就

職
で
離
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
か

は
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
為
、

教
育
は
大
切
で
あ
り
ま
す
。
地
域
で
育
む

子
育
て
支
援
は
妊
産
婦
か
ら
始
ま
り
、
乳

幼
児
か
ら
高
校
ま
で
医
療
、
教
育
多
岐
に

渡
っ
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
、
小
学
校

高
学
年
の
放
課
後
学
習
教
室
か
ら
若
駒
ア

カ
デ
ミ
ー
ま
で
の
継
続
的
学
習
支
援
、
子

育
て
支
援
室
に
よ
る
放
課
後
子
供
教
室
の

開
設
、
第
３
小
学
校
に
、
下
伊
那
西
部
地

区
初
の
通
級
指
導
教
室
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
を
設
置
し
ま
す
。
又
、
全
小
中
学
校
に
、

村
費
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し

た
り
、
英
語
教
育
専
門
員
の
配
置
に
よ
り
、

保
育
園
か
ら
取
り
組
む
外
国
語
教
育
の
充

実
等
、
き
め
細
や
か
な
教
育
環
境
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
ふ
る

さ
と
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て
地
域

を
愛
し
、
自
然
や
歴
史
、
地
域
資
源
を
体

験
す
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
の
阿
智
村
第
３
部
「
自
然
編
」
の
編
集

に
取
り
掛
か
っ
て
参
り
ま
す
し
、
古
い
巨

木
も
多
く
あ
り
、
西
部
３
村
で
協
力
し
て

経
済
活
動
と
合
わ
せ
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
よ
う
工
夫
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
産
後
の
ケ
ア
も
重

要
と
考
え
、
産
後
１
年
ま
で
の
母
子
を
対

象
に
、
一
定
期
間
医
療
機
関
や
助
産
所
に

宿
泊
し
て
、
保
健
指
導
を
受
け
る
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
補
助
も
、
村
外
の
医
療
機
関

で
も
補
助
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

▽
妊
産
婦
・
乳
幼
児
健
診
事
業

	
	

６
６
２
万
円

▽
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
支
援

	
	

１
、７
８
５
万
円

▽
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

	
	

２
、７
２
７
万
円

▽
第
１
小
学
校
体
育
館
屋
根
等
改
修
工
事

	
	

１
、９
７
１
万
円　

▽
英
語
教
育
専
門
員
の
配
置
及
び
英
語
教

育
の
拡
充	

１
、４
９
９
万
円

▽
全
小
中
学
校
村
費
特
別
支
援
教
育
支
援

員
配
置	

１
、１
８
９
万
円

▽
わ
た
し
た
ち
の
阿
智
村「
自
然
編
」編
集

	
	

15
万
円

「
福
祉
・
健
康
・
医
療
」

　

健
康
で
小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
が

生
き
が
い
を
持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
当
村
で
は
あ
ち

健
康
プ
ラ
ン
21
に
沿
っ
て
、
年
代
別
の
健

康
増
進
、
ト
リ
プ
ル
Ａ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

特
定
健
診
の
充
実
に
よ
り
、
村
民
の
健
康

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
令
和
３
年
度
が
策
定
の
年
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
評
価
と
新
計
画
の
作
成

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
８
期
の
新

た
な
介
護
保
険
計
画
に
基
づ
き
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
し
、
認
知
症
対
策
に
も
さ
ら
に
力
を

入
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
や
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
認
知
症
カ

フ
ェ
の
支
援
な
ど
行
っ
て
い
き
ま
す
。
新

規
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
第
二

幸
寿
苑
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

又
、
冒
頭
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
と
し
て
、

生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
福
祉
商
品
券
の

給
付
事
業
を
、
令
和
２
年
度
予
算
の
繰
り

越
し
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

▽
診
療
所
の
運
営	

４
、７
３
０
万
円

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

	

５
、９
２
４
万
円

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業

	

２
、３
７
０
万
円

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
第
二
幸
寿
苑

改
修	

３
、１
５
０
万
円

▽
各
種
健
診
事
業
等
の
実
施

	

１
、７
５
０
万
円

▽
予
防
接
種
事
業	

１
、７
２
３
万
円

「
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
」

　

阿
智
村
に
は
、
年
間
１
２
０
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
こ
れ
は
阿
智
村
に
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と
っ
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
り
、

観
光
を
基
軸
に
、
商
工
業
、
農
業
な
ど
他

産
業
が
効
果
的
に
か
み
合
う
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
、
相
乗
効
果
に
よ
る
経
済
の
活

性
化
に
繋
げ
て
い
く
他
、
地
方
移
住
の
需

要
が
高
ま
る
中
、
阿
智
村
に
対
す
る
認
知

度
や
交
流
人
口
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
る
こ

と
で
、
い
ず
れ
は
定
住
に
繋
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

予
算
案
で
は
先
に
述
べ
た
コ
ロ
ナ
対
策

以
外
の
他
、商
工
関
連
事
業
と
し
て
、制
度

資
金
の
利
子
の
補
給
や
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
の
消
費
活
性
化
事
業
に
加
え
、
企

業
人
材
確
保
の
広
告
料
の
補
助
等
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　

農
業
関
係
で
は
、
圃
場
の
環
境
改
善
の

た
め
の
耕
盤
破
砕
機
の
購
入
や
、
農
業
収

入
全
般
の
減
収
に
対
応
で
き
る
「
収
入
保

険
」
制
度
加
入
の
た
め
の
支
援
を
制
度
化

し
ま
し
た
。

　

林
業
関
係
で
は
、
い
よ
い
よ
本
格
的
と

な
っ
て
く
る
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ

く
意
向
調
査
を
継
続
し
て
行
い
な
が
ら
森

林
環
境
税
や
、
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民

税
を
財
源
に
、
生
活
に
密
着
し
た
森
林
環

境
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
し
て
観
光
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
遅
れ
て

い
た
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
飲
食
兼
情
報

発
信
拠
点
の
運
営
の
他
、
治
部
坂
高
原
の

旧
ト
ヨ
タ
健
保
保
養
施
設
を
活
用
し
た
宿

泊
事
業
の
立
ち
上
げ
を
行
い
ま
す
。
又
、

既
に
阿
智
村
の
貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る

花
桃
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

村
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
将
来
に

渡
っ
て
安
定
的
に
運
営
で
き
る
体
制
を
整

え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
の
ま
つ
り
は

残
念
な
が
ら
中
止
と
い
う
判
断
に
至
り
ま

し
た
。
今
年
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
域

経
済
の
下
支
え
の
た
め
に
も
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
是
非
と
も
開
催
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

主
な
事
業
と
予
算
は

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策	
１
億
１
、１
４
７
万
円

（
コ
ロ
ナ
対
策
持
続
化
応
援
給
付
金

	

１
、２
２
０
万
円
）

（
コ
ロ
ナ
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

	

２
、０
７
５
万
円
）

（
コ
ロ
ナ
対
策
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

	

１
、９
０
２
万
円
）

▽
観
光
事
業
の
補
助
金

	

１
２
、０
０
０
万
円

▽
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
事
業

	

３
、１
０
０
万
円

▽
昼
神
温
泉
新
時
代
推
進
事
業

	

５
５
０
万
円

▽
花
桃
ま
つ
り
・
花
桃
管
理
事
業

	

１
、３
０
８
万
円

▽
治
部
坂
高
原
宿
泊
事
業
立
ち
上
げ

	

７
５
０
万
円　

▽
産
業
振
興
公
社
助
成
金

	

２
、６
０
８
万
円

▽
耕
盤
破
砕
機
の
購
入	

１
０
０
万
円

▽
森
林
整
備
事
業	

５
、９
７
０
万
円

▽
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

	

１
、７
２
９
万
円

▽
商
工
業
者
経
営
支
援
、
振
興
事
業

	

１
、２
４
０
万
円

「
環
境
・
防
災
・
安
心
」

　

私
達
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
大

変
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
近
年
頻
繁

に
起
こ
っ
て
い
る
災
害
に
対
す
る
自
助
共

助
の
防
災
の
意
識
を
高
め
ま
す
。
昨
年
、

村
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
各
地
域
で
の
学

習
を
含
め
自
主
防
災
の
意
識
付
け
を
専
門

の
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
徹
底

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
環
境
面
で
は
近
年
の
異
常
気
象
等

に
よ
り
、
地
球
の
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑

制
等
を
推
進
す
る
た
め
、
役
場
の
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
致
し
ま
す
。

燃
や
す
ご
み
の
削
減
や
観
光
地
に
ふ
さ
わ

し
い
美
し
い
村
づ
く
り
の
意
識
付
け
を
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
等
の
整
備
で
は
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
や
、
各
地
域
か
ら
要
望
の
出
て
い
る

も
の
か
ら
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
整

備
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
交

通
安
全
対
策
で
は
、
特
に
高
齢
者
の
た
め

に
、
後
付
け
自
動
車
急
発
進
等
抑
制
装
置

設
置
補
助
事
業
を
新
設
し
ま
す
。
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主
な
事
業
と
予
算
は

▽
上
水
道
老
朽
管
敷
設
替
え
工
事
（
駒
場

地
区
）	

４
、５
０
０
万
円

▽
村
道
林
道
の
整
備	

７
、４
０
０
万
円

▽
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

	
１
４
、３
９
０
万
円

▽
後
付
け
自
動
車
急
発
進
等
抑
制
装
置
設

置
補
助	
30
万
円

▽
防
災
行
政
無
線
操
作
卓
更
新

	

３
、４
５
４
万
円

▽
村
内
巡
回
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運

行	

３
、８
５
２
万
円

▽
コ
ロ
ナ
検
査
費
用
助
成
事
業

	

４
９
０
万
円

　

以
上
、
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
事
業
が
中

心
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
一
日
で

も
早
く
収
束
を
願
い
、
そ
の
日
が
来
る
ま

で
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
対
応
を
し
て
参
る
事

に
重
き
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
中
が
危
機
の
中
で
、「
阿
智
家
族
」の

精
神
で
、
住
民
が
助
け
合
い
協
力
し
合
っ

て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
議
会
審
議
）

　

本
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
く
案
件
は
、

承
認
案
件
１
件
、
条
例
案
件
３
件
、
事
件

案
件
４
件
、
予
算
案
件
７
件
他
で
あ
り
ま

す
。

　

承
認
第
１
号
は
、
専
決
第
１
号
で
令
和

２
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正
予
算
第
８

号
に
つ
い
て
承
認
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

３
５
、４
０
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
を
７
、４
３
３
、７
５
３
千
円

と
す
る
も
の
で
、
参
議
院
議
員
の
補
欠
選

挙
費
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
費
に
よ
る
補
正
で
あ
り
ま
す
。

　

条
例
案
件
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
程

の
都
度
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

予
算
案
件
は
、
令
和
３
年
度
阿
智
村
一

般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会

計
予
算
の
議
決
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

５
、２
８
５
、０
０
０
千
円
と
、
昨
年
度
当

初
予
算
５
、９
３
０
、０
０
０
千
円
と
比
較

し
、６
４
５
、０
０
０
千
円
の
減
で
あ
り
ま

す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
で
前
年
度
よ

り
１
３
２
、２
１
９
千
円
減
の
５
９
１
、７

３
５
千
円
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
よ
り

１
５
３
、０
０
０
千
円
増
の
２
、５
０
０
、

０
０
０
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

基
金
繰
り
入
れ
は
、
財
源
の
不
足
分
に

充
当
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
３
５

８
、０
０
０
千
円
、
防
災
あ
ふ
ち
保
育
園

の
改
修
等
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
か
ら

１
０
、６
０
０
千
円
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
第
二
幸
寿
苑
改
修
、
学
校
体
育
館
改

修
等
に
公
共
施
設
整
備
基
金
か
ら
７
１
、

０
０
０
千
円
、
森
林
整
備
に
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
か
ら
、
２
１
、２
５
０
千
円
、

宅
地
造
成
に
土
地
開
発
基
金
か
ら
３
３
、

５
６
０
千
円
な
ど
、
前
年
度
よ
り
８
５
、

５
０
９
千
円
の
減
と
な
り
、
繰
り
入
れ
総

額
は
５
０
８
、８
０
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
主
な
事
業
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
内
容
に

つ
い
て
は
「
事
業
等
計
画
書
」
を
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
特
別
会
計
で
す
が
、

阿
智
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

事
業
勘
定
で

　

歳
入
歳
出
総
額
４
９
６
、０
０
０
千
円
、

直
営
診
療
所
勘
定
で

　

歳
入
歳
出
総
額
４
７
、６
０
０
千
円
、

阿
智
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

　

歳
入
歳
出
総
額
２
８
３
、５
０
０
千
円
、

阿
智
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、

　

歳
入
歳
出
総
額
８
３
２
、６
０
０
千
円
、

阿
智
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、

　

歳
入
歳
出
総
額
７
４
、５
０
０
千
円
、

阿
智
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

　

歳
入
歳
出
総
額
７
８
、７
０
０
千
円
、

阿
智
村
水
道
事
業
会
計
は
、

　

収
入
総
額
２
９
４
、３
５
４
千
円
で
す
。

　

こ
の
他
、
令
和
２
年
度
各
会
計
の
補
正

予
算
等
に
つ
い
て
追
加
日
程
で
ご
審
議
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
。
上
程
の
都
度
詳
し
く
ご

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

　

こ
の
と
こ
ろ
全
国
で
は
空
気
の
乾
燥
等

に
よ
り
火
災
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
足
利

市
の
大
規
模
な
山
火
事
は
心
を
痛
め
た

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
先
週
２

月
25
日
の
清
内
路
の
建
物
、
山
林
火
災
は

大
変
痛
ま
し
い
、
近
年
で
は
あ
ま
り
例
の

な
い
大
き
な
被
害
で
あ
り
ま
し
た
。
26
日

早
朝
に
は
鎮
火
し
ま
し
た
が
、
27
日
午
後

に
残
り
火
か
ら
再
び
出
火
し
、
お
よ
そ
３
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ヘ
ク
タ
ー
ル
が
延
焼
し
ま
し
た
。
出
動
し

た
消
防
団
員
は
３
日
間
で
の
べ
約
２
５
０

人
。
地
元
住
民
の
方
の
早
期
の
通
報
や
ご

協
力
に
よ
り
、
大
惨
事
に
な
ら
な
か
っ
た

事
は
幸
い
で
し
た
。
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
は
３
月
７
日
ま
で
で
す
。
村
民
の
方

に
は
細
心
の
注
意
を
し
て
頂
き
、
お
気
を

つ
け
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

次
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
の
度
、
教
育
委
員
会
に
よ
る

小
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
活

動
が
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
省
の
「
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
に
係
る
大
臣
表
彰
」

を
頂
い
た
事
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

公
営
塾
、
若
駒
ア
カ
デ
ミ
ィ
や
ふ
る
さ
と

学
習
等
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
県
下

で
は
２
市
村
の
み
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
を
中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
子
供
の
教
育
に
取
組
ん

で
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の

表
彰
を
励
み
と
し
て
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
20
日
に
は
「
折
り
紙
で
作
っ
た
星

の
最
多
展
示
数
」
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
行
わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標

の
３
万
個
を
超
え
る
星
が
集
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
出
来
栄
え
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
の

で
、
ま
だ
世
界
記
録
が
達
成
で
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
当
日
は
大
い
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
２
度
に
渡
っ
て
延
期
し
て
い
た
成

人
式
を
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
と
相
談
の

上
、
恒
例
の
５
月
３
日
に
開
催
す
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。
通
常
の
令
和
３
年
度
に

迎
え
る
成
人
の
皆
さ
ん
と
時
間
差
を
お
い

て
の
同
日
開
催
で
す
。
そ
の
頃
に
は
花
桃

も
満
開
に
咲
き
誇
り
、
ま
つ
り
も
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
い
開
催
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
の

状
況
を
見
る
中
で
、
無
事
成
人
式
も
ま
つ

り
も
開
催
で
き
る
事
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
令

和
２
年
度
で
し
た
。
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

完
全
な
る
終
息
を
願
い
、
数
年
後
の
リ
ニ

ア
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
開
通
の
明
る
い

未
来
に
期
待
を
込
め
つ
つ
、
一
方
で
地
方

創
生
に
よ
る
人
口
や
地
域
活
力
の
問
題
、

少
子
高
齢
化
な
ど
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ

き
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
我
が
村
が
、

輝
く
自
治
体
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
元
気

と
知
恵
を
出
し
て
、
多
く
の
村
民
の
方
の

ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
令
和
３
年
度
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
３
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、事
前
に「
伐

採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」

②
伐
採
後
の
造
林
が
完
了
し
た
と
き
は
、

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森

林
の
状
況
報
告
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
が
森
林
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
！！

　
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
時

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

及
び
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る

森
林
の
状
況
報
告
」
は
、
森
林
の
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
が
市
町
村
森
林
整
備
計

画
に
適
合
し
て
適
切
に
行
わ
れ
、
健
全
で

豊
か
な
森
林
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

Ｑ
誰
が
提
出
を
行
う
の
？

Ａ
森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受
け
た

者
な
ど
で
す
。

Ｑ
提
出
の
時
期
は
い
つ
？

Ａ
①
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
：

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま
で

②
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る

森
林
の
状
況
報
告
：

造
林
を
完
了
し
た
日
か
ら
30
日
以
内

Ｑ
提
出
先
は
？

Ａ
伐
採・造
林
す
る
森
林
が
あ
る
市
町
村

の
長
で
す

Ｑ
提
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

Ａ
①
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
：

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

　
（
森
林
法
第
２
０
８
条
）

②
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る

森
林
の
状
況
報
告
：

30
万
円
以
下
の
罰
金

　
（
森
林
法
第
２
１
０
条
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
農
林
課
林
務
係　
（
内
線
２
６
２
）
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21あち健康
レシピ vol.18

フライパンでかんたん手作りメンマ
　山菜がおいしい季節になりましたね。今回は、産業振興公
社の木下さん、水上さんから、おすすめのレシピを紹介して
いただきました！
　新鮮なたけのこで作るとやわらかく、ご飯がすすむおいし
さです。簡単にできるので、ぜひ作ってみてくださいね。

栄養成分（１人分）
エネルギー 85kcal
たんぱく質  2.1g
脂質 6.5g
糖質 3.7g
食物繊維 1.7g
食塩相当量 0.9g

　この他にも、旬の山菜のレシピを順次ご紹介してい
きます。
　詳しくは阿智村公式ホームページをご覧ください。

●お問い合わせ　保健センター係　管理栄養士（４５－１２３０）

【材料  約６人分】
たけのこ（ゆでてあく抜きしたもの） …………… ３００ｇ
ごま油 …………………………………………… 大さじ 3

　　中華スープの素 ……………………… 希釈して 70㎖
Ａ　めんつゆ …………………………………… 大さじ1
　　砂糖 ………………………………………… 大さじ1

ラー油 …………………………………………… お好みで
ねぎ …………………………………………………… 少量

【作り方】
◎下ごしらえ
①たけのこの水けをよくふき取り、薄切り（短冊切り）で、

お好みの大きさにカットする。

◎炒める
②フライパンにごま油を入れて熱し、弱火でたけのこを

入れて炒める。
③表面の水分がとんだら、Ａを加えそのまま弱火で煮

詰めるように炒める。
④汁っぽさがなくなってきたら、火を止めてできあがり。
⑤お好みで、しらがねぎやラー油をかけて食べる。

①

③

④

材料

完成
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村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。
村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。

みんなひとつおおきくなりました

あふち保育園

ダンス楽しんでます！♪「パプリカ」

智里西保育園

伍和保育園のお友達！み～んな集まれ！！

伍和保育園

今年度は以上児さん４人、未満児さん４人
８人のお友達で元気いっぱいあそびます！

浪合保育園

新入園児（年少 4名）
卒園記念の看板の前ではいチーズ !!

智里東保育園

満開の桜と一緒にハイポーズ！

清内路保育園

阿智村の子どもたち阿智村の子どもたち ～保育園～
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阿智村の子どもたち阿智村の子どもたち 阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。
阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。

　「6年生を送る会」各学年の気持ちのこもった発表に対
して、6年生は楽しい劇をやって盛り上げてくれました。
お互いの心が温まる素敵な会になりました。

（阿智第二小学校）

　3月12日、4・5年生が中心となり、6年生を送る会を
行いました。卒業する6年生と思い出に残る時間を過ご
しました。　　　　　　　　　　　　　（清内路小学校）

　2月27日に学習発表会を行いました。多くの保護者・
地域の皆様にご来校いただき、今年度の学習の成果を
観ていただきました。　　　　　　　　   （浪合小学校）

　児童会主催の「6年生を送る会」を5年生が企画し、
在校生が心をこめて卒業を祝いました。それに応えるよ
うに6年生24名が、感謝の気持ちを伝えました。

（阿智第一小学校）

　4年生は、総合的な学習の時間に、「１／２成人式」
に向けて、村長さんにお越し頂いて阿智村の今と未来、
今子ども達に伝えたいことのお話をお聞きしました。

（阿智第三小学校）

　「3年生を送る会」での一コマ。修学旅行で披露され
た伝説のオタ芸が復活！ 

（阿智中学校）

～学校～
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　【新任職員紹介】（4 月より新たに阿智高校に加わった職員です。よろしくお願いします。）
教　　頭　　　　　　　　　　小林　弘己　　　　　　　芸　　術　　教　　　諭　　　松井　深之
国　　語　　非常勤講師　　　尾曽　綾子　　　　　　　家　　庭　　教　　　諭　　　赤羽　　嶺
外 国 語　　常 勤 講 師　　　松澤美陽子　　　　　　　養　　護　　養護助教諭　　　久保村友紀
保健体育　　教　　　諭　　　三石　洋平　　　　　　　行　　政　　事務長補佐　　　下平　正彦

　日頃の阿智高校へのご協力に感謝申し上げます。今年度も新入生を迎え新学期がスタートしました。

　阿智高校地域政策コースの学習成果発表会を、１月 27 日（水）に開催しました。今年度は感染症対策のため、阿
智村中央公民館での発表を断念し、校内での発表となりました。発表では、地域の人たちとの関わりや専門的な体
験を通じて学習したことや成長したこと中心としたプレゼンテーション、手話を使ったパフォーマンス発表等を行い
ました。
　特に３学年観光エリアの調理班では、観光客が食べ歩きといった形で気楽にジビエ料理を楽しめるように、鹿肉
を用いた「焼き小籠包」と「肉巻きおにぎり」の創作を行ってきました。ジビエといえば「独特の臭み」や「歯ごたえ」
が特徴的ですが、生地や肉の下ごしらえ、味付けを工夫することで食べやすいジビエ料理のレシピ開発を行うこと
ができました。生徒の一人は「工夫こそがお客様へのおもてなし」ということを学んだと発表で語っていました。
　獣害対策班では地域の猿害対策について研究してきました。猿害で悩む農家の方のお話や、猿に詳しい専門家の
方のお話、地域の方々との意見交換を通して、猿害対策のために自分たちができることを考えました。
　阿智村の皆様の協力のおかげで、地域政策コースの生徒は、通常の授業では得られない学びや体験をすることが
できています。今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

　４月７日（水）に令和３年度の入学式が行われ、元気でエネルギーに満ちあふれた 80 名の新入生が入学しました。
新型コロナウイルス感染症予防のため、生徒会や部活動有志による校歌披露と、来賓祝辞はありませんでしたが、新
たな気持ちでスタートを迎えることができました。

　春の訪れとともに、新入生が入学しました。８名の新任職員も迎え、教職員一同、
生徒の成長のために、引き続き全力をあげて教育活動に専念してまいります。本年度
も何卒よろしくお願い申し上げます。

～ 地域政策コース学習成果発表会 ～

令和３年度　第 73 回入学式

農業エリアの発表 観光エリアの発表 福祉エリア　パフォーマンス発表

〜１学年担任紹介〜
主任　板倉　美和（英語） A 組　土橋　悟（理科） B 組　曽根原　俊（保体）
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Achi Photo report
4／4

2／24

3／2
信金駒場支店より
寄附を頂きました

３つ子ちゃんに
命名色紙プレゼント

消防車両が新しくなりました

文部科学大臣表彰伝達式

浪合通年合宿センター、村内小学校からの星の折り紙寄附

　飯田信用金庫さんが令和２年度に実施した、各地域
振興のための寄附を目的とした地域応援定期により、
この程 10 万円を商工業のためにと 3 月 2 日に頂きま
した。村では商工会のテイクアウト事業に役立ててい
ただく予定です。

　阿智村教育委員会による村内小中学校のコミュニ
ティースクール活動が評価され、この度2020 年度の文
科省「地域学校協働活動推進に係る大臣表彰」を授賞、
役場において伝達式が行われました。

　浪合通年合宿センター、第一小、第二小、第三小の児童が村長を訪れ、「折り紙で作った星の最多展示数」ギネス
世界記録チャレンジの「折り紙で作った星」を届けてくれました。お陰様で 44,136 個の世界記録を達成する事がで
きました。

　イラスト書道家和全さんが描いた命名色紙を上中関
の倉田崇史さん一家にお届けしました。昨年９月に生
まれた３つ子の楓真（ふうま）君、奏真（そうま）君、杏
月（あづき）ちゃんはニッコリ。ちょうど始めてから丸２
年、50 枚目のプレゼントです。

　令和 2 年度は２分団に軽自動車の積載車、４分団に
ポンプ付積載車を配備しました。
　新しい車両により消防団員の負担軽減と、消防力の
強化のため役立てていきます。
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語
れ
る
夢
が
あ
る
こ
と
、
支
え
あ
え
る
こ
と
、

分
か
ち
合
う
場
所
が
あ
る
こ
と
、

朝
を
楽
し
み
に
眠
れ
る
こ
と
。

阿
智
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、

村
ご
と
大
き
な
家
族
に
な
る
こ
と
。

暮
ら
し
て
い
る
人
も
、
暮
ら
し
た
い
人
も
、

阿
智
家
族
。

【阿智家族チャンネル】

YouTube にて
「阿智村プロモーション動画」配信中

◯村営住宅の入居者募集（応募締切 5月10日、入居可能日6月1日～6月30 日）

住　宅　名 家　賃 間取り 地区名 条件等 募集
戸数

中 下 町 住 宅 28,000 円 2LDK 浪合 子どもを育てようとする方（子
どもが中学校卒業するまで） 1 戸

中 の 瀬 団 地 22,000 円 3DK 浪合 世帯向け １戸

向 団 地 24,000 円 3LDK 浪合 世帯向け 1 戸

大 平 団 地 25,000 円 3DK 浪合 世帯向け 1 戸

上 町 団 地 21,000 円 3LDK 浪合 世帯向け 1 戸

栗 代 団 地 11,000 円 1DK 浪合 1 戸

大 平 団 地 所得による
13,700円〜 3DK 浪合 所得制限有り（公営住宅）

世帯向け 2 戸

アラヤ第２住宅 16,000 円 3DK 清内路 世帯向け 1 戸

下 平 ハ イ ツ 35,000 円 3LDK 智里東 子どもを育てようとする方（子
どもが中学校卒業するまで） 2 戸

空
き
家
利
用
に
つ
い
て

　

最
近
は
め
っ
き

り
春
の
暖
か
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
田
ん
ぼ
の
周
り
で
は
カ
エ
ル
の
鳴
き

声
を
耳
に
し
は
じ
め
ま
し
た
。

　
又
、
人
々
も
畑
や
、
田
ん
ぼ
の
土
手
な

ど
に
出
始
め
、
だ
ん
だ
ん
と
活
動
す
る
様

子
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
空
き
家
の
案
内
依
頼
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
時
に
気
に
な
る
事
は
、
空
き
家

は
通
常
の
家
と
比
べ
、
住
人
が
居
な
い
期

間
が
長
い
為
、
水
回
り
・
給
湯
回
り
、
あ

る
い
は
屋
根
回
り
な
ど
、
経
年
劣
化
に
よ

り
水
漏
れ
や
雨
漏
り
等
が
発
生
し
生
活
し

て
い
く
上
で
直
接
支
障
が
生
じ
ま
す
。
そ

こ
で
空
き
家
を
借
り
た
後
に
諸
々
の
改
修

を
実
施
す
る
上
で
、
改
修
費
用
の
補
助
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
１
／
２
補
助
で
最
大

75
万
円
が
村
か
ら
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。　

　
改
修
補
助
制
度
が
、
空
き
家
の
利
活
用

に
繋
げ
て
い
く
上
で
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
協
働
活
動
推
進
課　
定
住
支
援
係

（
内
線
5
1
3
）

「
土
地
」を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　
村
で
は
、
人
口
増
に
繋
が
る
最
た
る
施

策
と
し
て
、住
宅
の
新
増
改
築
を
支
援
し
、

土
地
の
斡
旋
や
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
先
祖
代
々
の
大
切
な
土
地
も
、
後
継
者

不
足
に
よ
り
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

家
族
が
遠
方
に
居
住
し
目
が
行
き
届
か
な

く
な
る
状
況
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

活
力
あ
る
若
者
が
こ
の
地
に
家
を
構

え
、
子
供
の
声
が
溢
れ
る
と
い
う
事
が
地

域
に
と
っ
て
の
最
大
の
魅
力
と
言
え
ま

す
。

　
是
非
、
土
地
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【
村
か
ら
の
支
援
】

・
土
地
購
入
で
購
入
者
に
1
0
0
万
円

・
新
築
し
て
1
0
0
万
円

 

（
※
詳
細
は
H
P
で
）

【
働
く
場
所
と
し
て
】

　
大
規
模
な
土
地
の
利
活
用
も
、
場
所
と

規
模
に
よ
っ
て
は
工
場
誘
致
な
ど
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
併
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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こ
ま
ん
ば
マ
ル
シ
ェ

こ
ま
ん
ば
着
物
さ
ん
ぽ

桜と花桃

中馬ぬくもり街道ひな祭り

－ 成人式が迎えられる喜び －
阿智村長　熊　谷　秀　樹

　４月号の広報が発行される 20 日頃には、役
場周辺の桜や花桃は散り、山々は新緑につつ
まれ、園原では花桃が満開の事だろうと思い
ます。ここ 10 年の中では最も早く、３月 27
日には市の沢の花桃が咲き始め、昨年コロナ
禍で多くの人に見てもらうことができなかっ
た花達が、早く見てもらいたいと言うかのよ
うに一斉に咲き出しました。令和３年度がス
タートし、それぞれの皆さんが新たな場所で、
学校で生活が始まり、そろそろ慣れてきたの
ではないでしょうか？
　さて、５月３日憲法記念日には、午前中に

昨年開催するはずだった皆さんの成人式、午
後には本来の成人式を、コロナ感染対策を行
い開催予定です。平成 11 年度生まれの、今
21 ～ 22 歳の皆さんは、コロナ禍の度重なる会
議の中で悩みに悩んで昨年２回の延期を経て、
ちょうど１年遅れで旧友達と喜びを分かち合
うことができます。この経
験は、きっと大人になる君
たちの人生に必ずやプラス
になると信じています。「阿
智家族」村民全員でお祝い
させて頂きます。

　
今
年
の
春
は
暖
か
い
で
す
ね
。

花
桃
を
は
じ
め
、
様
々
な
種
類

の
花
が
色
と
り
ど
り
に
咲
い
て

い
る
の
を
見
る
と
、
気
分
が
明

る
く
な
っ
て
き
ま
す
。
日
常
生

活
に
も
も
っ
と
緑
を
取
り
入
れ

た
い
と
思
い
、
花
屋
さ
ん
で
見

つ
け
た
レ
モ
ン
の
木
を
部
屋
に

置
い
て
み
ま
し
た
。
横
を
通
る

た
び
に
、
生
き
生
き
と
し
た

葉
っ
ぱ
の
濃
い
緑
や
花
の
甘
い

香
り
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
ン
タ
ー
で
で
き
る
野
菜
の
寄

せ
植
え
に
も
挑
戦
し
た
く
て
、

図
書
館
で
本
を
借
り
て
勉
強
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
年
度
の
始
ま
り
で
色
々
な
こ

と
が
忙
し
く
、
毎
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
き
れ
い
な
景
色
を

見
た
り
、
季
節
の
も
の
を
食
べ

た
り
し
て
、
心
と
体
に
栄
養
を

行
き
渡
ら
せ
て
、
し
っ
か
り

根
っ
こ
を
張
っ
て
暮
ら
し
て
い

き
た
い
で
す
。

あ 

と 

が 

き
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年　金太郎

私たちの村 （4/1現在）私たちの村 （4/1現在）
人口……6,157人
男………2,997人
女………3,160人
世帯……2,353戸

人口……6,157人
男………2,997人
女………3,160人
世帯……2,353戸
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いつまでにマイナンバーカードを申請すれば、
マイナポイントがもらえるの？

最新の情報はマイナポイント事業ホームページでご確認ください。

2021年4月末までにマイナンバーカードを申請した方は
マイナポイントをもらうことができます。カード受取後、
マイナポイントの申込みを行い、2021年9月末までの
チャージまたはお買い物が対象です。

※QRコードは㈱デンソー
　ウェーブの登録商標です。

高まる期待


